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６
月
22
日
、
高
根
沢
町
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
栃
木
県
農
政
部
畜
産
振
興
課
齋

藤
課
長
を
来
賓
に
迎
え
第
16
回
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
坂
主
組
合
長
挨
拶
で
は
、
厳

し
い
経
営
環
境
の
中
、
良
質
乳
生
産
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
事
に
対
し
、

ま
た
、
平
成
28
年
度
の
事
業
活
動
に
お

い
て
は
年
々
酪
農
家
が
減
少
す
る
中

で
、
組
合
員
各
位
の
増
産
へ
の
ご
努
力

も
あ
り
乳
量
を
確
保
で
き
、
緊
急
酪
農

生
産
基
盤
対
策
金
等
を
期
中
に
支
払
の

上
、
本
日
報
告
す
る
結
果
を
収
め
る
事

が
出
来
た
事
は
、
組
合
員
の
皆
様
の
協

同
活
動
の
成
果
で
あ
る
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
で
諸
般
の
事
情

に
よ
り
市
乳
事
業
を
廃
止
と
し
た
が
、

長
年
に
わ
た
り
組
合
牛
乳
を
ご
愛
顧
い

た
だ
い
た
消
費
者
及
び
こ
の
間
支
え
て

い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
様
に
対
し
感

謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、
第
４
期
中
期
構
想

の
最
終
年
度
と
な
り
、
な
お
一
層
生
乳

生
産
を
継
続
し
、
酪
農
生
産
基
盤
の
確

立
に
向
け
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
一
体

感
を
持
ち
組
合
運
営
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
議
長
団
に
は
桃
井
一
嘉
氏（
那
須
町
）

高
山
多
妥
男
氏
（
下
野
市
）
の
両
名
が

選
任
さ
れ
、
円
滑
に
議
事
を
進
行
し
て

頂
き
全
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
臼
井
副
組
合
長
の
閉

会
宣
言
に
よ
り
通
常
総
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

当
日
の
出
席
状
況

　
組
合
員
数
　
　
　
　
　
５
２
３
名

　
本
人
・
代
理
人
出
席
数
　
１
４
５
名

　
書
面
議
決
　
　
　
　
　
３
７
８
名

主
な
質
疑
・
意
見
要
望
事
項

①
　
組
合
購
買
利
用
に
つ
い
て

②
　
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

③
　
出
資
金
に
つ
い
て

④
　
乳
価
に
つ
い
て

⑤
　
外
部
出
資
に
つ
い
て

⑥
　�

第
三
者
へ
の
酪
農
継
承
に
つ
い

て
（
要
望
）

⑦
　�

酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

へ
の
要
望

　
総
会
終
了
後
、
高
根
沢
農
村
改
善
セ

ン
タ
ー
に
て
臨
時
理
事
会
、
監
事
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
臼
井
勉
代
表

理
事
組
合
長
、
松
山
秀
夫
代
表
理
事
副

組
合
長
、
川
嶋
一
久
専
務
理
事
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、専
門
委
員
会
で
は
、

総
務
経
済
委
員
長
に
田
代
和
一
氏
、

副
委
員
長
に
荒
井
康
夫
氏
、
業
務
委

員
長
に
南
條
弘
充
氏
、
副
委
員
長
に

金
田
修
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
監
事
会
に
お
い
て
は
、
代
表
監

事
に
高
瀬
賢
治
氏
、
第
一
監
事
に

平
山
忠
男
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

各
役
員
の
専
門
委
員
会
分
担
に
つ

い
て
は
下
表
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

新役員挨拶

第
16
回
通
常
総
会
、
臨
時
理
事
会
開
催

（
常
勤
３
役
新
任
の
も
と
新
執
行
体
制
始
動
！
）

－ 専門委員会名簿 －

委 員 会 名 総務経済委員会 業務委員会

委 員 長 名 田代　和一 南條　弘充

副委員長名 荒井　康夫 金田　修一

委 員 名

菊地　正明 石塚　政隆

小池　久夫 大瀧　信夫

竹内　博夫 蓮見　晴明

陪 席 監 事
高瀬　賢治 平山　忠男

羽石　智昭 伊藤　高行

投　票

採　決

議長団
（左）高山多妥男　氏
（右）桃井　一嘉　氏
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第
15
回
乳
質
共
励
会
表
彰

通
常
総
会
に
先
立
ち
、
乳
質
共
励
会
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
、
敬
意
を
表
し
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第15回乳質共励会表彰者名簿
表彰区分 支　所　名 組�合�員�名 連　続　賞 組合外表彰

最優秀賞 宇�都�宮�支�所 駒　場　　　久 ６年連続 知　事　賞

優　秀　賞

那須高原支所 人　見　浩　美 農政部長賞

〃 ㈱　桃　井　牧　場 ３年連続

〃 皆　川　悦　郎

宇�都�宮�支�所 小　口　和　則

〃 植　木　　　靖

県��南��支��所 松　山　秀　夫

那須高原支所 森　　　弘　一

〃 前　田　宏　幸

〃 山　崎　孝　一

〃 高　久　秀　明 ２年連続

宇�都�宮�支�所 田　中　和　雄

〃 小　林　幸　雄 ２年連続

県��南��支��所 柳　　　吉　成 ２年連続

優　良　賞

宇�都�宮�支�所 黒　尾　賢　一

那須高原支所 高　橋　　　昭

〃 太　田　賢　治

〃 高　柳　智　紀

〃 豊　田　正　一

〃 仲　間　健　栄

〃 摩　庭　達　彦

〃 菊　池　　　浩

〃 吉　成　正　規

宇�都�宮�支�所 大　野　雅　美

〃 小　森　崇　宏

〃 斎　藤　正　人

〃 川　田　佳　男

県��南��支��所 大　木　宏　泰

〃 伊　沢　琢　磨

那須高原支所 ㈲ウェルシーファーム

〃 菊　地　　　勇

〃 熊　谷　貞　二

宇�都�宮�支�所 鷹　箸　　　稔

県��南��支��所 町　井　幸　衛

平成29年６月22日

以上、34名の方々が第 15回乳質共励会において優秀な成績を収めました　※敬称略

最優秀賞・知事賞
駒場　　久　氏

優秀賞・農政部長賞
人見　浩美　氏



4酪農とちぎ農業協同組合　2017．７．31

　
第
16
回
通
常
総
会
後
の
臨
時
理

事
会
に
お
い
て
、
坂
主
前
組
合
長

の
後
任
組
合
長
と
し
て
選
任
を
受

け
、
５
６
１
名
の
組
合
員
皆
さ
ん

の
酪
農
協
を
預
か
る
も
の
と
し
て

使
命
と
責
任
の
重
大
さ
に
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
副
組
合

長
と
し
て
３
年
余
り
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
責
任
の
重

さ
は
全
く
違
い
ま
す
。
浅
学
菲
才

で
は
あ
り
ま
す
が
全
力
を
挙
げ
て

職
務
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご

支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
ご
承
知
の
通
り
酪
農
は

全
国
的
に
生
産
基
盤
の
縮
小
が
進

ん
で
お
り
ま
す
が
、
組
合
に
お
い

て
は
国
の
補
助
事
業
の
利
活
用

や
組
合
独
自
の
対
策
に
よ
り
酪
農

基
盤
強
化
の
た
め
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
府
県
に
お
い
て
は
生
乳
生

産
量
が
漸
減
傾
向
の
中
、
若
干
で

は
あ
り
ま
す
が
増
加
基
調
に
あ
り

ま
す
。
今
年
度
は
第
４
期
中
期
構

想
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

着
実
に
酪
農
生
産
基
盤
確
立
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
組
合
員

の
皆
様
と
よ
り
一
体
感
を
持
ち
透

明
性
を
持
っ
た
組
合
運
営
に
取
り

組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
前
組
合
長
同
様
、
関
係
機

関
の
皆
様
や
組
合
員
各
位
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
組
合
長
就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
６
月
15
日
、
栃
木

県
公
館
大
会
議
室
に
於

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
、
前

組
合
長
の
坂
主
正
氏
が

「
栃
木
県
産
業
振
興
功

労
賞
」
を
受
賞
さ
れ
知

事
よ
り
賞
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
坂
主
様

に
は
心
よ
り
お
祝
い
と

更
な
る
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
長
就
任
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　
臼
井
　
　
勉

前
組
合
長

　

坂
主
　
　
正
　

氏

「
栃
木
県
産
業
振
興
功
労
賞
」

受
賞

受賞者の皆様

坂
主
　
　
正
　

氏
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新
役
員
紹
介

　
６
月
22
日
開
催
の
臨
時
理
事
会
に
於
い
て
新
執
行
体
制
が

発
足
い
た
し
ま
し
た
。
菊
池
理
事
長
（
非
常
勤
）
は
継
続
、

新
た
に
臼
井
代
表
理
事
組
合
長
（
常
勤
）、
松
山
代
表
理
事
副

組
合
長
（
常
勤
）、
川
嶋
専
務
理
事
（
常
勤
）
の
三
役
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

代表理事副組合長

松山　秀夫

理　事

石塚　政隆

理　事

小池　久夫

理　事

蓮見　晴明

理　事

大瀧　信夫

理　事

竹内　博夫

監　事

羽石　智昭

代表理事組合長

臼井　　勉
代表理事理事長

菊池　一郎

理　事

荒井　康夫
専務理事

川嶋　一久

理　事

菊地　正明
理　事

金田　修一

理　事

南條　弘充
理　事

田代　和一

監　事

伊藤　高行
第一監事

平山　忠男
代表監事

高瀬　賢治
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那
須
高
原
支
所

女
性
会
那
須
支
部
研
修
会
を
開
催

　
女
性
会
那
須
支
部
（
石
川
文
子
支
部

長
）
で
は
、
７
月
７
日
に
参
加
者
25
名

で
、
日
光
東
照
宮
、
大
谷
資
料
館
へ
の

研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

　
バ
ス
で
の
移
動
時
間
、
昨
年
度
の
ロ

イ
ヤ
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
視
察
研

修
会
に
参
加
さ
れ
た
伊
藤
勢
津
子
さ
ん

よ
り
、
ビ
デ
オ
に
て
報
告
を
行
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
共
進
会
の
美
牛
た
ち
に
目

が
釘
付
け
と
な
り
、
夫
婦
仲
良
く
旅
を

し
て
い
る
姿
に
拍
手
喝
采
し
、
ま
た
伊

藤
さ
ん
の
感
想
に
感
動
し
、
大
変
有
意

義
な
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。
海
外
の

現
場
を
見
る
こ
と
、
他
地
域
の
酪
農
家

さ
ん
と
一
緒
に
旅
を
す
る
こ
と
で
、
収

得
す
る
も
の
が
沢
山
あ
る
の
だ
と
教
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
が
終
了
し
た
の
と
同
時
に
、

日
光
東
照
宮
に
到
着
、案
内
人
の
も
と
、

宮
内
を
巡
り
ま
し
た
。
話
題
の
陽
明
門

は
、
太
陽
に
照
ら
さ
れ
、
燦
然
と
輝
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
東
照
宮
で
パ
ワ
ー
を
貰
っ
た
後
は
、

湯
葉
料
理
を
堪
能
し
、
大
谷
資
料
館
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。

　
地
下
採
掘
跡
地
は
、
10℃
と
大
変
冷
涼

で
し
た
。
映
画
の
撮
影
、
ラ
イ
ブ
、
高

級
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
に
使
用
さ
れ

て
お
り
、
音
の
響
き
、
色
や
影
の
映
り

方
が
最
適
な
空
間
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
暑
さ
に
負
け
ず
、
終
始
笑
顔
か
つ
元

気
に
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
女
性
の
パ
ワ
ー
は
家
族
の
糧
と
な

る
。
次
回
の
秋
季
研
修
に
向
け
、
身
体

を
大
切
に
仕
事
に
勤
し
み
ま
し
ょ
う
！

女
性
会
大
田
原
支
部
研
修
会
を
開
催

　
女
性
会
大
田
原
支
部
（
坂
主
美
千
枝

支
部
長
）
で
は
、
７
月
６
日
に
支
部
員

13
名
参
加
で
、
神
奈
川
県
鎌
倉
方
面
へ

の
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
梅
雨
時

期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
好
天
に
恵
ま

れ
、
現
地
到
着
後
は
、
各
自
電
車
や
バ

ス
な
ど
を
利
用
し
短
い
鎌
倉
散
策
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
北
鎌
倉
の
紫
陽
花
を
楽
し

み
に
鎌
倉
へ
向
か
い
ま
し
た
が
、
前
日
に

剪
定
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
華
麗

な
紫
陽
花
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
竹
林
が
美
し
い
「
報
国
寺
」

や
長
谷
の
観
音
様
で
知
ら
れ
て
い
る
「
長

谷
寺
」
の
紫
陽
花
や
花
菖
蒲
な
ど
見
学

を
し
、
や
さ
し
い
風
情
に
癒
さ
れ
た
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

宇
都
宮
支
所

目
黒
雅
叙
園
で
食
と
文
化
財
鑑
賞

（
女
性
会
塩
谷
支
部
）

　
６
月
12
日
、
女
性
会
塩
谷
支
部
（
仲

山
美
知
子
支
部
長
）
研
修
会
と
し
て
、

9
名
参
加
の
も
と
ホ
テ
ル
雅
叙
園
東
京

（
目
黒
雅
叙
園
）
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

先
ず
、
都
の
有
形
文
化
財
で
昭
和
10
年

木
造
建
築
の
、
通
称
〝
百
段
階
段
〟
を

見
学
し
ま
し
た
。
百
段
階
段
は
、
当
時

晴
れ
や
か
な
宴
が
行
わ
れ
た
豪
華
装
飾

の
７
部
屋
を
、
99
階
段
で
繋
い
で
お
り

ま
す
。
各
部
屋
は
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
が
異

な
り
、
天
井
や
欄
間
に
は
当
時
屈
指
の

著
名
な
画
家
た
ち
が
創
り
上
げ
た
美
の

世
界
が
描
か
れ
、
昭
和
の
竜
宮
城
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
日
本
建

築
の
美
と
品
位
を
十
分
に
堪
能
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
見
学
後
は
ホ
テ
ル

内
で
中
国
料
理
を
楽
し
み
、
初
め
て
の

食
材
や
本
場
の
味
に
「
と
て
も
美
味
し

い
」「
ち
ょ
っ
と
苦
手
だ
わ
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
て
い
ま
し
た
。

大谷資料館にて

紫陽花に囲まれて
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ま
た
、
帰
路
の
車
中
で
は
資
料
を
基

に
、
健
康
体
操
を
研
修
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
仲
山
支
部
長
よ
り
「
初
め

て
の
見
学
や
食
事
な
ど
、
貴
重
な
体
験

が
出
来
た
研
修
会
で
し
た
」
と
挨
拶
さ

れ
、
散
会
し
ま
し
た
。

日
光
見
学
　
～
地
元
再
確
認
の
旅
～

（
女
性
会
宇
河
今
市
支
部
）

　
６
月
20
日
、
女
性
会
宇
河
今
市
支
部

（
菱
沼
聖
子
支
部
長
）
研
修
会
と
し
て
、

８
名
参
加
の
も
と
日
光
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
で
あ
る
日
光
の
社
寺
は
、

誰
も
が
知
っ
て
い
る
歴
史
的
な
建
造
物

で
す
。
今
回
は
「
地
元
の
良
さ
を
再
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
支
部
員

の
声
に
よ
り
、
日
光
見
学
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
、
日
光
東
照
宮
や
二
荒
山

神
社
を
は
じ
め
、
英
国
及
び
イ
タ
リ
ア

大
使
館
を
見
学
、
そ
し
て
中
禅
寺
湖
で

の
遊
覧
船
を
楽
し
み
ま
し
た
。
東
照
宮

の
陽
明
門
は
、
平
成
の
大
修
理
を
終
え

て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は

「〝
日
暮
の
門
〟
と
言
わ
れ
る
が
、
本
当

に
日
の
暮
れ
る
の
も
忘
れ
て
見
と
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
立
派
な
門
で
す
ね
」
と
感

心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
男
体
山
や
華
厳
の

滝
、
中
禅
寺
湖
な
ど
景
色
が
良
く
見
え
、

景
観
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
て
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
菱
沼
支
部
長
よ
り
「
一
日

盛
り
沢
山
な
内
容
の
濃
い
、
と
て
も
良

い
研
修
会
で
し
た
」
と
挨
拶
さ
れ
、
夕

食
を
摂
り
和
や
か
な
懇
談
の
後
に
散
会

し
ま
し
た
。

県
南
支
所

支
所
全
体
研
修
会
を
開
催

　
７
月
５
日
、
支
所
活
動
推
進
協
議
会

（
松
山
秀
夫
会
長
）
主
催
に
よ
る
研
修

会
を
県
南
支
所
に
て
開
催
し
、
40
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
は
、
全

酪
連
技
術
顧
問
の
村
上
明
弘
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、「
酪
農
業
は
別
格
！
そ
の

未
来
金
脈
を
探
ろ
う
」
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
上
さ
ん
は
、
長
き
に
渡
り
北
海
道

各
地
で
農
業
改
良
普
及
員
と
し
て
、
酪

農
技
術
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
の
技
術
者
養
成
に
も

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
農
協
の
再
建
事

業
や
牛
群
検
定
成
績
表
の
改
良
等
に
も

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
講
演
開
始
早
々
、「
搾
乳
作
業
の
目
的

は
？
」「
ミ
ル
カ
ー
の
仕
事
は
何
？
」「
飼

槽
の
掃
除
は
何
の
た
め
？
」
と
矢
継
ぎ

早
に
参
加
し
た
若
者
に
質
問
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
村
上
さ
ん
が
受
講
者
に

興
味
を
持
た
せ
る
た
め
の
話
術
の
一
つ
で

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
々
の

全
て
の
作
業
に
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
、

そ
れ
を
理
解
し
て
実
行
す
る
か
否
か
が

結
果
に
表
れ
る
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
上
さ
ん
は
先
頃
発
行
さ
れ

た
全
酪
連
の
情
報
誌
カ
ウ
・
ベ
ル
に
も

「
無
限
な
り
！
酪
農
の
未
来
」
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
お
読
み
に

な
り
、
今
月
で
75
歳
に
な
っ
た
村
上
明

弘
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

目黒雅叙園にて

日光東照宮にて

講師の
村上　明弘　氏
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※
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
１
番
刈
り

　
６
月
12
日
～
18
日
に
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン

州
へ
渡
航
し
、
今
年
度
産
乾
牧
草
の
状
況

確
認
及
び
検
品
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
二
〇
一
七
年
度
産
は
、
２
月
～
３
月

の
冷
涼
な
気
候
の
影
響
で
生
育
が
遅
く
、

前
年
に
比
べ
て
２
週
間
程
度
遅
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
作
柄
と
し
ま
し
て
は
、
単

収
が
少
な
い
模
様
で
し
た
。
し
か
し
成

分
（
Ｃ
Ｐ
・
Ｒ
Ｆ
Ｖ
）
は
比
較
的
高
め
の

ス
タ
ッ
ク
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
産
１
番
刈
り

ら
し
い
、
茎
が
太
い
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の

発
生
量
は
少
な
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

雨
当
り
発
生
割
合
は
、
例
年
並
み
で
約

５
割
程
あ
り
ま

し
た
が
、
シ
ャ

ワ
ー
程
度
の
軽

い
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
全
体

的
に
は
、
ド
ラ

イ
な
製
品
が
多

く
、
葉
付
き
・

葉
の
形
状
の
良
い
ス
タ
ッ
ク
を
見
つ
け
る

の
は
困
難
な
状
況
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、
ワ
ー

ド
ル
ー
社
・
ウ
イ
ッ
ト
ビ
ィ
社
・
Ａ
Ｃ

Ｘ
社
・
リ
ン
キ
ュ
ー
ビ
ン
グ
社
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
ヘ
イ
社
・
エ
ッ
ケ
ン
バ
ー
グ

社
を
訪
問
し
検
品
を
行
い
ま
し
た
。

　
価
格
情
勢
と
し
ま
し
て
は
、
高
成
分

で
あ
れ
ば
茎
質
・
形
状
を
問
わ
ず
購
入

す
る
中
国
か
ら
の
引
き
合
い
が
強
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
価
格
は
上
昇
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

※
チ
モ
シ
ー

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
ベ
ー
ス
ン
で
は
、
６
月
に

入
り
刈
取
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
私
が

滞
在
し
て
い
た
15
日
の
午
後
に
雨
が
降

り
、
一
部
の
圃
場
で
は
、
ウ
イ
ン
ド
ロ
ー

状
態
の
も
の
が
雨
当
り
と
な
っ
て
い
る
圃

場
も
あ
り
、
雨
上
り
を
待
っ
て
刈
取
を

行
う
と
い
う
圃

場
も
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
価
格
情
勢
に

つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
産
の
在

庫
が
ほ
と
ん
ど

な
い
状
態
で
あ

り
、
現
地
で
は

複
数
の
輸
入
業

者
か
ら
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
に
購
買
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

市
場
に
ひ
っ
迫
感
が
漂
い
始
め
て
お
り
、

価
格
の
上
昇
は
確
実
で
あ
り
、
そ
の
幅

も
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

業
務
部

酪
農
と
ち
ぎ
青
年
部

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　
７
月
７
日
、
に
し
な
す
の
運
動
公
園

に
お
い
て
、
青
年
部
（
山
本
訓
部
長
）

主
催
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
各
支
部
よ
り
10
チ
ー
ム
約

１
１
０
名
が
参
加
し
、
大
会
は
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
梅
雨
空
も
消
え
去
り
、
夏
の

日
差
し
の
眩
し
い
、
絶
好
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
応
援
の
声
や
歓
声
に
包
ま
れ
、

試
合
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
怪
我
を

す
る
部
員
も
な
く
、
健
康
的
に
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

試
合
は
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
り
行
わ
れ
、

塩
原
・
西
那
須
野
チ
ー
ム
、那
須
Ａ
チ
ー

ム
、

那

須

Ｂ
チ
ー
ム

が
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

試
合
結
果

は
上
表
の

通
り
で
す
。

部
員
や
応

援
の
皆
様
、

大
変
お
疲

れ
様
で
し

た
。

平成 29 年度　青年部本部ソフトボール大会結果
開催場所：那須塩原市　にしなすの運動公園

ブロック 優　勝 準優勝 第 3 位 第 4 位

Ａブロック 塩原・
西那須野 黒磯Ｂ 芳賀

河内南部下都賀

Ｂブロック 那須Ａ 大田原 黒磯Ａ

Ｃブロック 那須Ｂ 那須南 黒磯Ｃ 塩谷・
宇河今市

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
産
粗
飼
料
検
品
リ
ポ
ー
ト

那
須
高
原
支
所
　
購
買
係
長
　
神
長
　
秀
明
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生
乳
受
託
課

　
平
成
29
年
６
月
度
の
組
合
生
乳
生

産
量
は
、
昨
年
同
月
乳
量
と
比
較
し

１
０
１
・
２
％
（
１
万
９
９
０
０
ｔ
）
と
、

12
ヶ
月
連
続
し
前
年
を
上
回
る
生
産

量
で
す
。
各
支
所
の
受
入
乳
量
は
、
那

須
高
原
支
所
１
万
２
９
３
７
ｔ
（
前

年
比
１
０
０
・
３
％
）、
宇
都
宮
支
所

２
６
０
０
ｔ
（
同
１
０
３
・
８
％
）、
県
南

支
所
４
３
６
３
ｔ
（
同
１
０
２
・
４
％
）

と
な
り
、
各
支
所
と
も
前
年
上
回
る
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
出
荷
者
数
は
、

前
年
同
月
よ
り
19
戸
減
の
４
３
２
戸

（
内
、
学
校
は
１
校
）
で
し
た
。

　
６
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
３
・
70
％
（
前
年
差
▲
０
・
01
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
73
％
（
同
▲
０
・

01
％
）、
体
細
胞
数
19
・
64
万
（
同
▲

１
・
02
万
）
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
６
月
迄
の
不
合
格
件
数
は
２
２
６

件
で
、
前
年
同
期
１
９
６
件
を
30
件
上

回
っ
て
お
り
、
体
細
胞
数
の
不
合
格
件

数
増
が
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
６
月
総
受
託
乳

量
は
９
万
２
７
１
２
ｔ
（
前
年
比

１
０
０
・
７
％
）
と
な
り
、
昨
年
８
月

以
来
10
ヶ
月
振
り
に
前
年
を
上
回
る
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
用
途
別
の
販
売
数
量
は
、
飲
用

向
け
が
好
調
に
推
移
し
て
い
る
な
か
、

生
乳
生
産
量
が
前
年
を
上
回
っ
た
こ
と

か
ら
、
飲
用
向
け
が
若
干
減
少
し
、
加

工
、
生
ク
リ
ー
ム
向
け
が
増
加
に
転
じ

ま
し
た
。

　
６
月
の
全
国
の
生
産
量
は
、
北
海
道

が
前
年
比
97
・
２
％
と
10
ケ
月
連
続
の

減
少
、
都
府
県
も
98
・
９
％
と
21
ケ
月

連
続
し
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
全
国
の
生
産
量
は
98
・
０
％
と

15
ケ
月
連
続
で
前
年
割
れ
の
状
況
で

す
。

　
尚
、平
成
29
年
６
月
の
生
産
量
・
乳
質
、

関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別
販
売
数
量
は

別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平成 29 年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 ６月期実績 前年同期実績 前年比 ６月末実績（累計）前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 72,353,826� 73,000,179� 99.1� 217,196,098� 217,087,495� 100.1�

（ う ち 学 校 向 け ） 13,671,923� 13,859,759� 98.6� 35,360,970� 35,154,648� 100.6�

は っ 酵 乳 向 け 13,496,377� 12,962,346� 104.1� 40,749,227� 39,415,081� 103.4�

特 定 乳 製 品 向 け 5,174,435� 4,684,799� 110.5� 23,894,173� 26,067,879� 91.7�

（うち委託加工向け） 0 0 － 0 0 －

生 ク リ ー ム 向 け 1,632,166� 1,395,176� 117.0� 4,908,702� 4,782,667� 102.6�

チ ー ズ 向 け 55,656� 56,076� 99.3� 185,938� 182,912� 101.7�

濃 縮 乳 向 け 0 0 － 0 0 －

総 受 託 乳 量 92,712,460� 92,098,576� 100.7� 286,934,138� 287,536,034� 99.8�

加 工 比 率 5.58� 5.09� － 8.33� 9.07� －
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５
月
度
理
事
会
（
５
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈣
　�

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈤
　�

後
継
牛
安
定
確
保
対
策
事
業
に
伴

う
性
判
別
精
液
利
用
実
績
に
つ
い
て

㈥
　
役
員
推
薦
会
議
報
告
に
つ
い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
平
成
28
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

㈢
　�

平
成
28
年
度
乳
質
共
励
会
表
彰
に

つ
い
て

㈣
　
４
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈤
　
目
的
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

㈥
　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

６
月
度
理
事
会
（
６
月
29
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤
　�

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈥
　�

記
帳
・
記
録
及
び
牛
舎
環
境
状
況

調
査
表
の
改
訂
に
つ
い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
５
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　�

退
任
理
事
及
び
監
事
に
対
す
る
退

任
給
与
金
の
贈
呈
に
つ
い
て

㈢
　�

理
事
の
退
任
及
び
理
事
の
補
欠
選

任
に
つ
い
て

㈣
　
夏
季
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

㈤
　�

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ

い
て

《
平
成
29
年
度
支
所
事
業
》

　
各
支
所
に
お
い
て
、
支
所
活
動
推
進

協
議
会
が
開
催
さ
れ
以
下
の
事
業
が
決

定
致
し
ま
し
た
。

【
那
須
高
原
支
所
】

●
６
月
13
日
　
花
の
苗
配
布

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ベ
コ
ニ
ア
を
配
布

し
、
牛
舎
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

●
８
月
９
日
　
第
15
回
那
須
高
原

野
外
パ
ー
テ
ィ
ー

組
合
員
間
の
親
睦
交
流
を
深
め
る
た

め
、
那
須
町
共
同
利
用
模
範
牧
場

に
て
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
（
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選
会
等
）
を

開
催
し
ま
す
。

●
12
月
　
全
体
研
修
会
（
講
演
会
）

●
２
月
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

※
全
体
研
修
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

に
つ
い
て
の
日
程
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
宇
都
宮
支
所
】

●
8
月
4
日
　
支
所
全
体
交
流
会

支
所
前
広
場
に
て
開
催

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選
会
等

●
11
月
　
花
の
苗
配
布

●
11
月
　
酪
農
セ
ミ
ナ
ー

内
容

：

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
の
活
用

や
、
Ｃ
Ｄ
（
牛
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代

謝
異
常
症
）
に
つ
い
て
、（
一
社
）

家
畜
改
良
事
業
団
職
員
を
講
師
に
実

施
し
ま
す
。

●�

そ
の
他
、
下
期
開
催
の
研
修
会
は
、

10
月
の
役
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

【
県
南
支
所
】

●
７
月
５
日
　
全
体
研
修
会

「
酪
農
業
は
別
格
！
そ
の
未
来
金
脈

を
探
ろ
う
」
講
師
・
村
上
明
弘
氏

●
11
月
　
花
の
苗
配
付

●
12
月
　
全
体
交
流
会

組
合
員
間
の
親
睦
交
流
を
深
め
る
た

め
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
お
楽
し
み
抽

選
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
税
務
申
告
学
習
会

組
合
員
の
根
本
壽
一
氏
（
ソ
リ
マ
チ
農

業
ソ
フ
ト
認
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
と
石

川
明
氏
、
大
阿
久
善
之
氏
が
、
記
帳

指
導
及
び
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成

指
導
を
随
時
行
い
ま
す
。
ま
た
、
３

月
上
旬
に
、
組
合
顧
問
税
理
士
に
よ

る
確
定
申
告
相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

役
員
退
任

　
平
成
29
年
６
月
27
日
付
を
も
っ
て
、

坂
主
正
理
事
（
大
田
原
地
区
選
出
）
が

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
理
事
を
退
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

６月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET 牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格

北 見 ６月５日 268 198 73.9％ 830 7 5 928

十 勝 ６月６日 532 368 69.2％ 878 78 60 1,078

釧 路 ６月14日 164 102 62.2％ 812 5 4 1,072

根 室 ６月15日 386 298 77.2％ 866 45 35 1,045

豊 富 ６月16日 289 191 66.1％ 866 4 2 1,084

合 計 1,639 1,157 70.6％ 850 139 106 1,030
前 月 2,088 1,551 74.3％ 889 194 153 1,092
前年同月 1,745 1,372 78.6％ 679 146 124 829

初妊牛の今後の動向は 10 ～ 11 月分娩予定の牛が中心となります。市場が秋産み腹中心
となり、夏産み腹市場で若干落ち着いた感のある相場が、道内外における新規大型牧場
の初妊牛導入も活発化すると見込まれ、今後も横ばい～やや強含みで推移するものと思
われます。導入を希望される方は遠腹も視野に入れた上、条件・価格等に十分余裕を持っ
てのお申込みをお願い申し上げます。

６月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均 前回比

（
６
／
30
）

那
　
　
須

ホルス雄 101 65 195,480 21,600 151,425 ▲ 2,244

F １雄 101 63 421,200 158,760 334,351 ▲ 3,347

F １雌 92 62 313,200 137,160 256,066 5,808

（
６
／
27
）

館
　
　
林

ホルス雄 1 89 170,640 170,640 170,640 170,640

F １雄 13 97 402,840 260,280 340,117 ▲ 67,043

F １雌 9 97 382,320 204,120 312,360 ▲ 15,806

今回の初生牛取引価格は前回から比較し、やや弱含みで推移していま
す。素牛相場や枝肉市場等の動向で初生牛相場も影響を受けますが、
一定のラインで小幅な値動きを繰り返している状態です。今後も回ご
とに値動きを繰り返しながら、概ね堅調に推移していくものと思われ
ます。
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